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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　長手方向軸（Ｘ－Ｘ）に沿って延在し、上側部（１１）、前記上側部の反対側の底側部
（１３）、および前記上側部（１１）と前記底側部（１３）との間で前記長手方向軸（Ｘ
－Ｘ）に沿って長手方向に延在する２つの長手方向側部（１５、１７）を有するハウジン
グ（９）であって、前記ハウジングがリベットピン（８１、８３）をさらに備える、ハウ
ジング（９）と、
　前記長手方向側部（１５、１７）間において前記ハウジング（９）内に取り付けられた
切り刃（３５）であって、前記長手方向軸（Ｘ－Ｘ）に沿って延在する刃先（４１）を有
し、前記切り刃（３５）の前記刃先（４１）が前記ハウジング（９）の前記上側部（１１
）でアクセス可能である、切り刃（３５）と、
　前記ハウジング（９）内に前記切り刃（３５）を保持する保持具（５９、９１）と
を備えるシェービング刃カートリッジ（１）であって、
　前記保持具は、前記ハウジングの前記リベットピン（８１、８３）と協働する貫通穴（
６９、７１）を備え、
　前記保持具（５９、９１）および前記ハウジング（９）は、前記ハウジング（９）の前
記上側部（１１）上で共に接合され、
　前記保持具（５９、９１）はリベット（６１）により前記ハウジング（９）上に保持さ
れていることを特徴とする、シェービング刃カートリッジ（１）。
【請求項２】
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　前記保持具（５９、９１）は、前記ハウジング（９）の前記上側部（１１）上で延在す
る保持具本体（６３）を備える、請求項１に記載のシェービング刃カートリッジ（１）。
【請求項３】
　前記ハウジング（９）は、前記刃先（４１）の前方に位置した第１のリベットピン（８
１、８７）と、前記刃先（４１）の後方に位置した第２のリベットピン（８３、８９）と
を備え、前記保持具（５９、９１）は、２つの貫通穴（６９、７１）を備え、前記２つの
貫通穴（６９、７１）の一方は前記第１のリベットピン（８１、８７）と協働し、前記２
つの貫通穴（６９、７１）の他方は前記第２のリベットピン（８３、８９）と協働する、
請求項１または２に記載のシェービング刃カートリッジ（１）。
【請求項４】
　リベットピン（８１、８３、８７、８９）は、プラスチック材料を含む、請求項１から
３のいずれか一項に記載のシェービング刃カートリッジ（１）。
【請求項５】
　前記ハウジング（９）には、ガードバー（９３）が設けられており、前記ガードバー（
９３）は、前記刃先（４１）の前方に位置し、第１のリベットピン（８１、８７）は、前
記ガードバー（９３）に隣接して設けられている、請求項１から４のいずれか一項に記載
のシェービング刃カートリッジ（１）。
【請求項６】
　前記ハウジング（９）は、シェービング補助部材（９７）を備え、前記シェービング補
助部材（９７）は、前記刃先（４１）の後方に位置し、第２のリベットピン（８３、８９
）は、前記シェービング補助部材（９７）に隣接して設けられている、請求項１から５の
いずれか一項に記載のシェービング刃カートリッジ（１）。
【請求項７】
　リベットピン（８１、８３、８７、８９）および前記ハウジング（９）は、同一材料か
らなる、請求項１から６のいずれか一項に記載のシェービング刃カートリッジ（１）。
【請求項８】
前記保持具（５９、９１）は、２つの自由端部を有する保持具本体（６３）を備え、前記
保持具本体（６３）は横軸（Ｙ－Ｙ）に沿って延在しており、前記横軸（Ｙ－Ｙ）は、前
記長手方向軸（Ｘ－Ｘ）を横切り、貫通穴（６９、７１）は、前記２つの自由端部のうち
の一方の付近に位置する、請求項１から７のいずれか一項に記載のシェービング刃カート
リッジ（１）。
【請求項９】
　前記保持具（５９、９１）は平坦である、請求項１から８のいずれか一項に記載のシェ
ービング刃カートリッジ（１）。
【請求項１０】
　前記ハウジング（９）は、２つの凹部（８５）を備え、前記保持具（５９、９１）は、
２つのレッグ（７７、７９）と前記レッグ（７７、７９）間に延在する保持具本体（６３
）とを備え、前記保持具本体（６３）は、横軸（Ｙ－Ｙ）に沿って延在し、前記横軸（Ｙ
－Ｙ）は、前記長手方向軸（Ｘ－Ｘ）を横切り、前記レッグ（７７、７９）は、前記２つ
の凹部（８５）の一方の中にそれぞれ受けられる、請求項１から７のいずれか一項に記載
のシェービング刃カートリッジ（１）。
【請求項１１】
　前記２つの凹部（８５）は、前記横軸（Ｙ－Ｙ）および前記長手方向軸（Ｘ－Ｘ）と交
差する側軸（Ｚ－Ｚ）に沿って延在し、前記２つの凹部（８５）は、止まり穴であり、前
記２つの凹部（８５）の一方は、前記切り刃（３５）の前方に位置し、前記２つの凹部（
８５）の他方は、前記切り刃（３５）の後方に位置する、請求項１０に記載のシェービン
グ刃カートリッジ（１）。
【請求項１２】
　前記シェービング刃カートリッジ（１）は、前記ハウジング（９）上に前記切り刃（３
５）を保持する２つの保持具（５９、９１）を備え、前記２つの保持具（５９、９１）の
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それぞれおよび前記ハウジング（９）は、前記ハウジング（９）の前記上側部（１１）上
のリベット（６１）により共に接合される、請求項１から１１のいずれか一項に記載のシ
ェービング刃カートリッジ（１）。
【請求項１３】
　アセンブリを製造するための方法であって、
　長手方向軸（Ｘ－Ｘ）に沿って延在し、上側部（１１）、前記上側部の反対側の底側部
（１３）、および前記上側部（１１）と前記底側部（１３）との間で前記長手方向軸（Ｘ
－Ｘ）に沿って長手方向に延在する２つの長手方向側部（１５、１７）を有するハウジン
グ（９）を用意するステップであって、切り刃（３５）が、前記長手方向側部（１５、１
７）間において前記ハウジング（９）内に取り付けられ、前記ハウジング（９）は、リベ
ットピン（８１、８３、８７、８９）を備え、前記切り刃（３５）は、前記長手方向軸（
Ｘ－Ｘ）に沿って延在する刃先（４１）を有し、前記切り刃（３５）の前記刃先（４１）
が前記ハウジング（９）の前記上側部（１１）でアクセス可能である、ステップと、
　貫通穴（６９、７１）を有する保持具（５９、９１）を用意するステップと、
　前記保持具（５９、９１）の前記貫通穴（６９、７１）内に前記リベットピン（８１、
８３、８７、８９）を配置することにより前記ハウジング（９）に前記保持具（５９、９
１）を組み付けるステップであって、前記リベットピン（８１、８３、８７、８９）は、
前記保持具（５９、９１）の前記貫通穴から突出する自由端部（１０３）を有する、ステ
ップと、
　前記保持具（５９、９１）が前記ハウジング（９）内に前記切り刃（３５）を保持し、
かつ前記保持具（５９、９１）および前記ハウジング（９）は、前記ハウジング（９）の
前記上側部（１１）上で共に接合されるように、リベット（６１）により前記ハウジング
（９）上に前記保持具（５９、９１）を固定するステップと
を含む、方法。
【請求項１４】
　前記リベット（６１）により前記ハウジング（９）上に前記保持具（５９、９１）を固
定する前記ステップは、叩打による前記リベットピン（８１、８３、８７、８９）の前記
自由端部の塑性変形によって実現される、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　ハンドル（７）と、請求項１から１２のいずれか一項に記載のシェービング刃カートリ
ッジ（１）とを備え、前記シェービング刃カートリッジ（１）は前記ハンドル（７）に連
結される、シェーバ（３）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、シェービング刃カートリッジと、かかるシェービング刃カートリ
ッジを有するシェーバとに関する。
【０００２】
　特に、本発明は、
　-　長手方向軸に沿って延在し、上側部、上側部の反対側の底側部、および上側部と底
側部との間を長手方向軸に沿って長手方向に延在する2つの長手方向側部を有するハウジ
ングと、
　-　長手方向側部間においてハウジング内に取り付けられた切り刃であって、長手方向
軸に沿って延在する刃先を有する切り刃と、
　-　ハウジング内に切り刃を保持する保持具と
を備えるシェービング刃カートリッジに関する。
【背景技術】
【０００３】
　米国特許第4443940号は、ハウジングおよび切り刃を備えるシェービング刃カートリッ
ジを開示している。米国特許第4443940号の第1の実施形態では、ハウジングの一部分が、
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切り刃を部分的に覆う。この部分により、切り刃は、ハウジング上に維持され得る。別の
実施形態では、切り刃は、保持具を形成するブリッジにより維持される。保持具は、キャ
ップ部材および部分ガード部材と共に一体的に形成され、次いでハウジング内にスナップ
嵌めされる。かかる保持具は、安定的ではなく、カートリッジが組み立てられた後の刃の
安全性を低下させ得る。さらに、かかる保持具の製造は、長時間にわたる恐れがあり、こ
の組立ては、厳格な公差の適用を必要とする。
【０００４】
　また、文献EP2123409は、ハウジングおよび切り刃を有するシェービング刃カートリッ
ジを開示している。スナップ嵌めされた保持具が、ハウジング上に切り刃を保持するため
に設けられる。十分な保持力を与えるために、保持具は、ハウジングの多数のエリアにて
スナップ嵌めされ、特にハウジングの上側部の中間部において固定が得られる。しかし、
かかる保持具は、シェービング中の作動表面を縮小させる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】米国特許第4443940号
【特許文献２】EP2123409
【特許文献３】WO2013/050606
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の実施形態は、上記に論じた欠点を緩和することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この目的のために、本発明の一実施形態によれば、かかるシェービング刃カートリッジ
は、保持具がリベットによりハウジング上に保持される点を特徴とする。
【０００８】
　これらの特徴により、ハウジングおよび保持具は、共に頑丈に接合される。実際に、リ
ベットは、耐疲労性を有し、特にリベット組立が、例えば溶接組立よりも高い耐疲労性を
有する。リベットは、低い製造コストによる設定が容易である。リベットは、目立たず好
ましい外見の固定部を形成し、これはハウジングから大げさに突出しない。
【０００９】
　いくつかの実施形態では、当業者は以下の特徴のうちの1つまたは複数をさらに用い得
る。
　-　保持具は、ハウジングの上側部上で延在する保持具本体を備え、保持具およびハウ
ジングは、ハウジングの上側部上で共に接合され、製造は、シェービング刃カートリッジ
のハウジングがハウジング上に保持具を固定するために回転される必要がないため容易で
ある。
　-　ハウジングは、リベットピンを備え、保持具は、貫通穴を備え、貫通穴は、リベッ
トピンと協働する。貫通穴とリベットピンとの協働により、保持具用の位置インジケータ
が形成される。
　-　ハウジングは、2つのリベットピンを備え、保持具は、2つの貫通穴を備え、各貫通
穴は、2つのリベットピンの一方と協働し、2つのリベットピンは、刃先の前方または後方
に位置する。貫通穴と協働するリベットピンにより、保持具の容易な位置決めが可能とな
る。
　-　リベットピンは、プラスチック材料を含む。プラスチック材料は、リベット固定に
より容易に変形する。
　-　ハウジングには、ガードバーが設けられており、ガードバーは、刃先の前方に位置
する。
　-　リベットピンは、ガードに隣接して設けられる。リベットピンのこの位置により、
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シェービング表面(シェービング中には作動表面となる)を下げることを伴わないおよびシ
ェービング性能を低下させることを伴わない保持が可能となる。
　-　ハウジングは、シェービング補助部材を備え、シェービング補助部材は、刃先の後
方に位置する。
　-　リベットピンは、シェービング補助部材に隣接して設けられる。リベットピンの位
置は、シェービング性能を低下させない。
　-　リベットピンおよびハウジングは一体的に形成される。製造がより容易であり、こ
れにより耐久性が向上する。
　-　保持具は、横軸に沿って延在する保持具本体を備え、横軸は、2つの自由端部を有す
るとともに長手方向軸を横断し、貫通穴は、2つの自由端部の一方の付近に位置し、この
特徴により美的側面を与えることが可能となり、保持具に使用される材料の量を減少させ
ることが可能となる。
　-　リベットピンおよびハウジングは同一材料からなり、この特徴により保持具の容易
な製造が可能となる。
　-　保持具は平坦である。曲げなどの保持具の形成のためのさらなるステップは不要と
なる。公差が向上し得る。
　-　ハウジングは、2つの凹部を備え、保持具は、2つのレッグと、レッグ間に延在する
保持具本体とを備え、保持具本体は、横軸に沿って延在し、横軸は、長手方向軸を横切り
、レッグは、2つの凹部の一方の中にそれぞれ受けられる。保持具の自由端部は、ハウジ
ングの内部に隠される。
　-　2つの凹部は、横軸および長手方向軸と交差する側軸に沿って延在し、2つの凹部は
、止まり穴であり、2つの凹部は、切り刃の各側に位置する。
　-　シェービング刃カートリッジは、ハウジング内に刃を保持する2つの保持具を備え、
2つの保持具のそれぞれおよびハウジングは、ハウジングの上側部上のリベットにより共
に接合され、ホールド機能が強化される。
　-　保持具本体は、溝を備え、刃先は、溝内に延在する。この特徴により、2つの切り刃
間の距離の制御が改善され、ハウジングに対する切り刃の位置および配置が確保され、切
り刃の横移動が軽減され得る。
　-　複数の切り刃が設けられ、複数の溝が設けられ、各切り刃が、保持具の内部表面上
に設けられた1つの溝と協働する。
【００１０】
　また、本発明の実施形態は、シェービング刃カートリッジの製造方法に関し、この方法
は、
　-　長手方向軸に沿って延在し、上側部、上側部の反対側の底側部、および上側部と底
側部との間で長手方向軸に沿って長手方向に延在する2つの長手方向側部を有するハウジ
ングを用意するステップであって、切り刃が、長手方向側部間においてリベットピンを備
えるハウジング内に取り付けられ、長手方向軸に沿って延在する刃先を有する、ステップ
と、
　-　貫通穴を有する保持具を用意するステップと、
　-　保持具の貫通穴内にリベットピンを配置することによりハウジングに保持具を組み
付けるステップであって、リベットピンは、保持具の貫通穴から突出する自由端部を有す
る、ステップと、
　-　保持具がハウジング内に切り刃を保持するように、リベット固定によりハウジング
上に保持具を固定するステップと
を含む。
【００１１】
　かかる方法は、シェービング刃カートリッジの製造を簡易化する。
【００１２】
　一実施形態によれば、リベット固定によりハウジング上に保持具を固定するステップは
、叩打によるリベットピンの自由端部の塑性変形によって実現される。また、リベット固
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定によりハウジング上に保持具を固定するステップは、リベットピンに超音波ビームを印
加してリベットピンの自由端部を変形させることによっても実現され得る。この超音波溶
接方法は、例えばソノトロードなどを用いて容易に実行される。
【００１３】
　また、本発明の実施形態は、ハンドルおよび上述のようなシェービング刃カートリッジ
を備えるシェーバに関し、このシェービング刃カートリッジは、ハンドルに連結される。
【００１４】
　本発明の実施形態の他の特徴および利点は、非限定的な例として提示され添付の図面に
示されるその実施形態のうちの1つの以下の説明から容易に明らかになろう。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】ハウジング、3つの切り刃、およびハウジング内に切り刃を保持する2つの保持具
を備え、取付け位置にある、本発明によるシェービング刃カートリッジの斜視図である。
【図２】リベット固定作業前の図1のシェービング刃カートリッジを示す図である。
【図３】図1のリベットの詳細断面図である。
【図４】保持具が2つのレッグを備える、およびハウジング上への保持具の設置前の、本
発明の一実施形態によるシェービング刃カートリッジの斜視図である。
【図５Ａ】ハウジング上への保持具の設置前の、図4のシェービング刃カートリッジの断
面図である。
【図５Ｂ】保持具がハウジング上に取り付けられた、図4のシェービング刃カートリッジ
の断面図である。
【図６】図1の保持具の斜視図である。
【図７】図4の保持具の斜視図である。
【図８】本発明の一実施形態によるシェービング刃カートリッジの断面図である。
【図９】リベット固定作業後の図8のリベットの詳細図である。
【図１０】一実施形態による貫通穴を有する保持具のレッグを示す図である。
【図１１】ハンドルおよび本発明によるシェービング刃カートリッジを備えるシェーバの
斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　種々の図において、同一の参照符号は同様または類似の要素を指す。
【００１７】
　図1、図2、図4、図5A、および図5Bは、刃5がシェービング刃カートリッジ1に対してモ
ータにより駆動されない、湿式剃刀3のシェービング刃カートリッジを示す。
【００１８】
　図11に示すように、シェービング刃カートリッジ1は、近位部分Ppと遠位部分Dpとの間
においてハンドル方向に延在するハンドル7に装着され得る。ハンドル7は、シェービング
刃カートリッジ1に対して枢動可能である。他の実施形態では、ハンドル7は、シェービン
グ刃カートリッジ1に対して固定されてもよい。ハンドル方向は、曲線であっても、また
は1つまたは複数の直線部分を備えてもよい。シェービング刃カートリッジ1は、例えばロ
ックアンドリリース機構によりシェーバハンドル7に解除可能に連結され得る。
【００１９】
　図1、図2、図4、図5A、および図5Bに示すように、シェービング刃カートリッジ1は、ハ
ウジング9を備える。ハウジング9は、長手方向軸X-Xに沿って延在する。上面から見た場
合に、ハウジング9は、矩形の全体形状を有する。しかし、いくつかの実施形態では、ハ
ウジング9の全体形状は異なるものでもよく、例えばハウジング9は、楕円形状、正方形形
状、または円形状を有することが可能である。ハウジング9は、上側部11、上側部11の反
対側の底側部13、ならびに第1の長手方向側部15および第2の長手方向側部17を備える。例
えば、底側部13は、ハンドル7の正面に配置されるように構成されるが、上側部11は、底
側部13の反対側に配置される。上側部11および底側部13は、相互に対して平行であること
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が可能である。
【００２０】
　第1の長手方向側部15は、長手方向軸X-Xに沿って延在する。第2の長手方向側部17およ
び第1の長手方向側部15は、相互に対面している。第2の長手方向側部17は、特に第1の長
手方向側部15および第2の長手方向側部17が平坦である場合に、第1の長手方向側部15に対
してほぼ平行となり得る。しかし、第1の長手方向側部15および第2の長手方向側部17は、
わずかなまたは認知できる程度の逆傾斜を互いに有することも可能である。第1の長手方
向側部15および第2の長手方向側部17は、湾曲表面を有することも可能である。また、第2
の長手方向側部17も、長手方向軸X-Xに沿って延在する。第1の長手方向側部15および第2
の長手方向側部17はそれぞれ、ハウジングの上側部11と底側部13との間を側軸Z-Zに沿っ
て側方方向Zに延在する。第1の側部15は、この実施形態による刃先の前方または後方に位
置し得る。側軸Z-Zは、長手方向軸X-Xと交差する。例えば、長手方向軸X-Xおよび側軸Z-Z
は、相互に直交してもよい。
【００２１】
　また、図1、図2、および図4に最も良く示すように、ハウジング9は、横軸Y-Yに沿って
、第1の長手方向側部15と第2の長手方向側部17との間で延在する第1の側方側部19および
第2の側方側部21を備え得る。横軸Y-Yは、長手方向軸X-Xを横切る。例えば、横軸Y-Yは、
長手方向軸X-Xに対しておよび側軸Z-Zに対して直交することが可能である。第1の側方側
部19および第2の側方側部21は、上側部11と底側部13との間で側方方向Zに配置される。第
1の長手方向側部15、第2の長手方向側部17、第1の側方側部19、および第2の側方側部21は
、ハウジング9の外部表面を共に形成する。
【００２２】
　第1の側方側部19および第2の側方側部21は共に、第1の長手方向側部15および第2の長手
方向側部17の長手方向端部23、25を接合する。同様に、第1の長手方向側部15および第2の
長手方向側部17は共に、第1の側方側部19および第2の側方側部21の自由端部27、29を接合
する。ハウジング9は、プラスチック材料を含むことが可能である。しかし、他の材料を
使用することも可能である。例えば、ハウジングは、金属材料を含むことが可能である。
さらに、ハウジングは、2つ以上の異なる材料の組合せを用いて作製することが可能であ
る。例えば、ハウジングの一部が、第1の材料で作製され得る一方で、ハウジングの他の
部分が、第2の材料で作製される。
【００２３】
　ハウジング9は、例えばハンドル7を連結するように構成された連結機構31を底側部13に
備えることが可能である。したがって、連結機構31により、ハンドル7に対するシェービ
ング刃カートリッジ1の解除および/または装着が可能となる。
【００２４】
　また、ハウジング9は、図2に示すように刃受容セクション33を備える。刃受容セクショ
ン33または刃受容エリアは、ほぼ矩形の形状を有し得る。刃受容セクション33は、ハウジ
ング9の上側部11上に配置される。刃受容セクション33は、凹部を画成し、少なくとも1つ
の切り刃35を受容するように構成される。換言すれば、シェービング刃カートリッジ1は
、少なくとも1つの切り刃35(以下の説明では刃とも呼ばれる)を備える。図1、図2、図4、
図5A、図8、および図11に示すように、シェービング刃カートリッジは、3つの切り刃を備
える。しかし、他の実施形態では、シェービング刃カートリッジ1は、4つ以上または2つ
以下の切り刃35を備えることが可能である。例えば、シェービング刃カートリッジ1は、5
つの切り刃を備えることが可能である。
【００２５】
　切り刃35は、ハウジング9の第1の長手方向側部15と第2の長手方向側部17との間および
ハウジング9の第1の側方側部19と第2の側方側部21との間の刃受容セクション33内におい
てハウジング9内に取り付けられる。図1、図2、および図4に示すように、各刃35は、長手
方向軸X-Xに沿って長手方向に延在する。各切り刃35は、長手方向軸X-Xに沿って第1の端
部37および第2の端部39を備え、第1の長手方向側部15に向かって配向される。切り刃35の
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第1の端部37は、ハウジング9の第1の側方側部19に向かって配向されるが、切り刃35の第2
の端部39は、ハウジング9の第2の側方側部21に向かって配向される。各切り刃35は、刃先
41を備える。刃先41は、長手方向軸X-Xに沿って延在する。切り刃35の刃先41は、シェー
ビング中に毛を切断するためにハウジング9の上側部11にてアクセス可能である。
【００２６】
　例えば、切り刃35は、図3、図5A、および図5Bに示されるものなどのL字形状である。し
たがって、切り刃35は、刃先部分43と、被ガイド部分45と、刃先部分43および被ガイド部
分45の中間に位置する屈曲部分47とを有する。刃先部分43は、刃先部分軸に沿って延在す
る。有利には、全ての切り刃35の刃先部分軸が、相互に平行に位置決めされる。
【００２７】
　一実施形態では、各切り刃35は、図3、図5A、および図5Bに最も良く示すようにハウジ
ング9内に自由に取り付けられる。より正確には、切り刃35は、刃受容セクション33内に
可動的に取り付けられる。各切り刃35は、例えば2つの弾性フィンガにより支持される。
弾性フィンガは、ハウジング9と共に単片として成形され、相互に向かっておよびハウジ
ング9の両側方側部19、21から上方へと刃受容セクション33内に延在することが可能であ
る。図3、図5A、および図5Bに示すように、切り刃35の被ガイド部分45は、ハウジング9に
設けられたスロット53内で摺動的に案内される。例えば、切り刃35は、被ガイド部分45お
よび屈曲部分47を備える刃支持部57上に固定された刃先41を備えることが可能である。こ
の場合に、刃支持部57は、弾性フィンガにより担持される。
【００２８】
　しかし、いくつかの他の実施形態では(図示せず)、刃は、例えば特許出願WO2013/05060
6などに記載されるような屈曲刃か、または湾曲刃であることが可能である。
【００２９】
　各切り刃35は、保持具59によりハウジング9内に保持される。保持具59は、リベット61
によりハウジング上に保持される。リベット61は、図3で断面図にて最も良く示される。
リベット61は、ハウジング9上に保持具の永続型(取外し不能型)機械固定具を形成する。
【００３０】
　図6および図7においてより具体的に示されるように、保持具61は、第1の方向D1に沿っ
て延在する保持具本体63を備える。保持具本体63は、長さ「L」、幅「l」、および厚さ「
ep」を有する。保持具の幅「l」は、好ましくはその長さ「L」に沿って殆ど一定である。
他の実施形態では、保持具の幅「l」および厚さ「ep」は、可変的であることが可能であ
る。
【００３１】
　保持具本体63は、その長さに沿って第1の端部65および第2の端部67を備える。
【００３２】
　保持具本体63は、その第1の端部65の付近に配置された第1の貫通穴69を備える。貫通穴
69は、保持具本体63の第1の端部65の非ゼロ距離に位置する。貫通穴69は、例えば円形形
状を有する。しかし、他の形状を与えることが可能である。例えば、貫通穴は、矩形形状
、正方形形状、L字形状、または楕円形状を有してもよい。貫通穴69は、例えば保持具本
体63に切削される。また、貫通穴は例えば穿孔され得る。別の実施形態では、保持具59は
、貫通穴69を有して直接的に形成される。
【００３３】
　図6および図7に示す実施形態では、保持具本体63は、その第2の端部67の付近に配置さ
れた第2の貫通穴71を備える。第2の貫通穴71は、第1の貫通穴69と同様である。しかし、
いくつかの実施形態では、第2の貫通穴71は、第1の貫通穴69とは異なる形状および/また
は寸法を有し得る。
【００３４】
　図6に示すように、第1の実施形態では、保持具は、例えば保持具本体63を備えるストリ
ップなどである。保持具59は、好ましくは平坦である。保持具59は、第1の直径D1に沿っ
て延在する。したがって、保持具本体63の第1の端部65および第2の端部67は、保持具の第
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1の自由端部73および第2の自由端部75に対応する。
【００３５】
　図7ならびに図4、図5A、および図5Bに開示されるものなどの別の実施形態では、保持具
59は、第1のレッグ77を有する。保持具本体63は、好ましくは平坦である。また、保持具5
9は、第2のレッグ79を有することも可能であり、保持具本体63は、第1のレッグ77と第2の
レッグ79との間で延在する。より具体的には、第1のレッグ77は、保持具本体63の第1の端
部65から延在し、第2の端部79は、保持具本体63の第2の端部67から延在する。レッグ77、
79は、保持具本体63に対して屈曲しており、第1の方向D1に対して著しく直交する方向に
沿って延在する。例えば、保持具は一体的に形成される。保持具59のレッグは、ハウジン
グに設けられた対応する凹部に挿入されるように構成される。
【００３６】
　例えば、図6および図7に示すものなどの保持具は、一体的に形成される。保持具は、例
えば適切な金属シートなどの形成可能材料から作製され得る。しかし、他の材料が考えら
れ得る。別の実施形態では、保持具は、射出成形により製造することも可能である。ポリ
マー材料(例えば強化ポリマー材料)が、保持具を形成するために成形することが可能であ
る。保持具は、被覆またはめっきされ得る。
【００３７】
　図7に示す実施形態では、保持具のレッグ77、79は、屈曲され得る。ポリマー材料(例え
ば強化ポリマー材料)が保持具を形成するために成形される場合には、保持具59は、その
最終形状に達するまで加圧成形され得る。
【００３８】
　保持具59は、ハウジング9上に取り付けられ、リベット61によりハウジングに固定され
るように構成される。
【００３９】
　ハウジング上における保持具の取付け位置において、保持機本体は、横軸Y-Yに沿って
延在する。保持機本体63は、ハウジング9の上側部11上で延在する。より具体的には、保
持具59は、切り刃35の刃先41に面して配置される。保持機本体63の第1の端部65は、第1の
長手方向側部15に向かって配向されるが、保持機本体63の第2の端部67は、第2の長手方向
側部17に向かって配向される。
【００４０】
　ハウジング9の上側部11は、ハウジング9の上側部11から突出するリベットピン81を備え
る。リベットピン81は、底側の方向とは逆の方向に、例えば側軸Z-Zに沿ってなどハウジ
ング9の上側部11から突出する。リベットピン81は、例えばハウジング9と同一の材料を用
いて作製される。例えば、ハウジング9およびリベットピン81は、一体的に形成される(単
体としてまたは一体鋳造で)。しかし、いくつかの実施形態では、リベットピン81は、ハ
ウジング9の材料とは異なる材料から作製され得る。また、リベットピン81は、例えば溶
接(レーザ溶接等)または他の組立て方法などによりハウジングに組み付けられ得る。リベ
ットピン81は、円錐形状を有し得る。この円錐形状により、射出成形からの離型が容易に
なる。しかし、リベットピン81は、例えば円筒形状または球形状などの他の形状を有して
もよい。リベットピン81は、中空または中実であることが可能である。例えば、リベット
ピンは、円筒状および中空であることが可能である(ならびに加締めピンとも呼び得る)。
【００４１】
　リベットピン81は、刃受容セクション33の外周部とハウジング9の長手方向側部15、17
および/または側方側部19、21との間に位置する。より正確には、長手方向側部15、17は
、それぞれ第1の端部23および第2の端部25を有し、側方側部19、21は、それぞれ第1の端
部27および第2の端部29を有する。第1の側方側部19、21は共に、第1の長手方向側部15お
よび第2の長手方向側部17の第1の端部23および第2の端部25を接合する。同様に、第1の長
手方向側部15および第2の長手方向側部17は共に、第1の側方側部19および第2の側方側部2
1の第1の端部27および第2の端部29を接合する。リベットピン81は、第1の長手方向側部15
および/または第2の長手方向側部17の第1の端部23および/または第2の端部25の付近に、
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および/または第1の側方側部19および第2の側方側部21の端部27、29の付近に位置する。
【００４２】
　図1および図2に示すように、ハウジング9は、好ましくは第2のリベットピン83を備える
。例えば、第1のリベットピン81は、第1の長手方向側部15の第1の端部23の付近に位置す
るが、第2のピン83は、第2の長手方向側部17の第1の端部23の付近に位置する。例えば、
第1のリベットピン81および第2のリベットピン83は、切り刃35の各側に位置する。第2の
リベットピン83は、第1のリベットピン81と同様である。しかし、いくつかの実施形態で
は、第2のリベットピン83は異なり得る。例えば、第2のリベットピン83は、第1のリベッ
トピン81とは別の形状または異なる寸法を有することが可能である。第2のリベットピン8
3の材料は、第1のリベットピン81の材料とは異なることが可能である。
【００４３】
　ハウジング9上における保持具59の取付け位置において、リベットピン81、83は、保持
具59の貫通穴69、71と協働する。保持具59の貫通穴69、71の形状は、リベットピン81、83
の形状と相補的である。図6および図7に示すように、貫通穴69、71は、円形断面を有する
。貫通穴69、71の直径は、リベットピン81、83の直径と殆ど同一である。
【００４４】
　例えば図2に示されるように、取付け位置では、保持具59が2つの貫通穴69、71を備え、
ハウジング9が2つのリベットピン81、83を備える(リベットピンは例えば刃先の両側に位
置する)場合には、保持具63の各貫通穴69、71は、1つのリベットピン81、83と協働する。
第1の貫通穴69は、保持具59の第1の自由端部73の付近に位置し、第2の貫通穴71は、保持
具59の第2の自由端部75の付近に位置する。第1の貫通穴69および第2の貫通穴71は、第1の
リベットピン81および第2のリベットピン83と協働して第1のリベットおよび第2のリベッ
ト61を形成するように構成される。
【００４５】
　図5Aおよび図5Bに開示する実施形態では、保持具59の取付け位置において、各レッグ77
、79は、ハウジング9上に設けられた凹部85内に受けられる。凹部85は、ハウジング9の上
側部11から延在する。凹部85は、側軸Z-Zに沿って延在する。凹部85は、例えば止まり穴
である。しかし、他の実施形態では、凹部85は、貫通穴(すなわち、ハウジングの上側か
らハウジングの底側までハウジングを貫通し、上側からまたは断面から見た場合に材料に
より完全に囲まれる穴)であることが可能である。
【００４６】
　凹部85は、種々の形状を有することが可能である。例えば、凹部85は、正方形、矩形、
円形、楕円形、U字形、またはL字形であることが可能である。
【００４７】
　好ましくは、凹部85の形状は、保持具59のレッグ77、79の形状と相補的である。横断面
で見た場合に、保持具59のレッグ77、79の形状は矩形であることが可能である。したがっ
て、この形状は、矩形形状凹部85と協働する。また、保持具59のレッグ77、79の形状は、
横断面で見た場合に楕円形であることが可能である、この場合にはレッグは、楕円形状凹
部81と協働し得る。横断面で見た場合のレッグ77、79は、2つの側方パーツ間に延在する
ベースを有するU字形状であることが可能である。この場合に、レッグ77、79は、やはりU
字形状である凹部85に挿入され得る。
【００４８】
　図5Aおよび図5Bに示すように、ハウジング9は、2つの凹部85を備え、各凹部85は、刃先
の各側に位置する。しかし、いくつかの実施形態では、保持具59は、1つのみのレッグ77
、79を備え、ハウジング9は、1つのみの凹部85を備えることが可能である。
【００４９】
　また、ハウジング9は、第3のリベットピン87および第4のリベットピン89を備え得る。4
つのリベットピン81、83、87、89は、ハウジングが例えば矩形形状を有する場合には、好
ましくは図2に示すようにハウジング9の4つの角にて上側部11上に配置される。4つのリベ
ットピン81、83、87、89は、同様のものである。4つのリベットピン81、83、87、89は、
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同一配向を有し、側軸Z-Zに沿って突出する。4つのリベットピン81、83、87、89は、同一
形状すなわち円錐形状を有する。しかし、いくつかの実施形態では、4つのリベットピン8
1、83、87、89は異なり得る。例えば、各リベットピン81、83、87、89は、異なる配向も
しくは異なる形状を有してもよく、または異なる材料からなることが可能である。
【００５０】
　図8に示すものなどの代替的な実施形態では、リベットピン81は、ハウジング9の第1の
長手方向側部15上に位置する。第2のリベットピン83は、第2の長手方向側部17上に設けら
れ得る。リベットピン81、83は、長手方向軸X-Xに対して直交する方向に沿って第1の長手
方向側部15/第2の長手方向側部17から突出し得る。例えば、リベットピン81、83は、横軸
Y-Yに沿って突出し得る。長手方向側部15、17は、側軸Z-Zに沿って幅「ls」を有し得る。
リベットピンは、ハウジング9の上側部11とハウジング9の底側部13との間の中間に位置し
得る。
【００５１】
　図8に示す実施形態では、保持具59は、第1のレッグ77、第2のレッグ79、および第1のレ
ッグ77と第2のレッグ79との間で延在する保持具本体63を備える。図8の実施形態における
保持具59は、図5A、図5B、および図7に示す保持具59の形状と同様の形状を有する。しか
し、貫通穴69、71の位置が異なる。実際に、長手方向側部15、17上に設けられたリベット
ピン81、83と協働するために、図8の実施形態における保持具59の第1の貫通穴69および第
2の貫通穴71は、保持具59の第1のレッグ77上および第2のレッグ79上に設けられる。第1の
貫通穴69および/または第2の貫通穴71は、第1のレッグ77および/または第2のレッグ79の
殆ど中間に位置する。
【００５２】
　図10は、図8に示す保持具59の貫通穴69、71の一実施形態を示す。保持具59のレッグ77
、79の貫通穴69、71は、レッグ77、79の自由端部から非ゼロ距離に位置する。貫通穴69、
71は、ハウジング上への保持具59の取付けおよび貫通穴69、71へのリベットピンの挿入を
容易にするように、保持具59のレッグ77、79の自由端部に向かって開く。換言すれば、チ
ャネル105が、保持具のレッグの自由端部から貫通穴まで設けられる。
【００５３】
　チャネル105は、貫通穴69、71と連通し、保持具59のレッグ77、79の自由端部まで延在
する。チャネルは、保持具のレッグの自由端部付近に拡張開口および貫通穴の付近に小開
口を有する三角形状を有し得る。実際に、保持具59を取り付けることにより、保持具59の
レッグ77、79は、ハウジング9を囲み、より正確には、保持具59の第1のレッグ77が第1の
長手方向側部15を囲むが、保持具の第2のレッグ79が第2の長手方向側部17を囲むように、
ハウジングの長手方向側部15、17を囲む。
【００５４】
　図1または図2に最も良く示すように、切り刃は、2つの保持具59、91によりハウジング
内に保持され得る。好ましくは、保持具59、91は、図2にまたは図4、図5A、および図5Bに
示すように、同一である。しかし、いくつかの実施形態では、保持具59、91は異なるもの
であってもよい。例えば、保持具59、91の形状、寸法、および/または材料が異なること
が可能である。2つの保持具59、91は、ハウジング9上に設けられたリベットピン81、83と
それぞれ協働する2つの貫通穴69、71をそれぞれ有してもよい。例えば、第1の保持具59の
2つの貫通穴69、71は、第1のリベットピン81および第2のリベットピン83と協働するが、
第2の保持具91の2つの貫通穴69、71は、第3のリベットピン87および第4のリベットピン89
と協働する。したがって、2つの保持具59、91は、切り刃35の第1の端部37および第2の端
部39の付近に設けられる。保持具59、91は、ハウジング9内に切り刃35を保持し、シェー
ビング面積の著しい縮小を回避させ得る位置を有するように、刃先41の上方に位置する。
さらに、一実施形態では、第1の保持具59は、図6に示すように平坦であることが可能であ
るが、第2の保持具91は、2つのレッグ間に延在する2つのレッグ77、79および保持具本体6
3を備え、2つのレッグは、ハウジング9の凹部85内に受けられる。
【００５５】
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　シェービング刃カートリッジ1は、ハウジング9上に設けられたガードバー93を備えるこ
とが可能である。ガードバー93は、刃先41の前方に位置する。リベットピン81、83は、ガ
ードバー93に隣接して位置し得る。
【００５６】
　また、ハウジング9は、シェービング補助部材97を備え得る後方キャップ95を備えるこ
とも可能である。シェービング補助部材97は、刃先41の後方に位置する。リベットピン81
、83は、シェービング補助部材97に隣接して設けられ得る。
【００５７】
　例えば、4つのリベットピン81、83、87、89および2つの保持具59、91を有する図1、図2
、図4、図5A、図5Bに示す実施形態では、2つのリベットピンが、シェービング補助部材97
に隣接して位置することが可能であるが、2つのリベットピンが、ガードバー93に隣接し
て位置する。2つのリベットピン81、83を備えるハウジング9を有する別の実施形態では、
第1のリベットピンは、ガードバー93に隣接して配置され得るが、第2のリベットピンは、
シェービング補助部材97に隣接して配置される。
【００５８】
　一実施形態では、リベットピンが、第1の長手方向側部15と第2の長手方向側部17との間
の中間に位置し得る。この場合には、リベットピンは、保持具本体63の中間に設けられた
貫通穴と協働するように構成され得る。
【００５９】
　図8の実施形態では、ハウジングは、4つのリベットピンを備えることが可能である。例
えば、2つのリベットピン81、87が、第1の長手方向側部15上に位置し、2つのリベットピ
ン83、89が、第2の長手方向側部17上に位置する。第1の長手方向側部15上の第1のリベッ
トピン81および第2の長手方向側部17上の第2のリベットピン83は、第1の側方側部19の付
近に位置し得るが、第1の長手方向側部15上の第3のリベットピン87および第2の長手方向
側部17上の第4のリベットピン89は、第2の側方側部21の付近に位置する。
【００６０】
　ハウジング9に保持具59、91を組み付け、ハウジング9上に保持具59、91を固定する(解
除を伴わずに装着する)ために、保持具59、91は、第1のステップでハウジング9の上側部1
1の前方に配置される。
【００６１】
　図8の実施形態では、保持具59、91を取り付けることにより、オペレータ(または組立機
)は、底側部13の方向へと側軸Z-Zに沿って保持具59、91を並進移動させる。保持具59、91
のレッグ77、79の自由端部は、長手方向側部15、17に沿ってリベットピン81、83、87、89
まで並進移動する。次いで、保持具59、91は、リベットピン81、83、87、89が、レッグ77
、79の自由端部から貫通穴69、71までチャネル105内を移動されるようにさらに並進移動
される。リベットピン81、83、87、89が、貫通穴69、71内に受けられると、リベットピン
81、83、87、89は、その取付け位置に位置する。ハウジング9上に保持具を固定するため
に、リベットピンは変形されて、図9で見られるものなどのリベットを形成する。
【００６２】
　次いで、保持具59、91は、リベットピン81、83、87、89が保持具59、91の貫通穴69、71
と協働することによりハウジング9上に取り付けられる。この場合には、保持具本体63の
内部表面99が、ハウジング9の上側部11の正面に位置する。保持具本体63の外部表面101は
、内部表面99の反対側に位置する。例えば、保持具59、91が、ハウジング9の上側部11か
ら突出しないように、スロットが、保持具59、91を受けるためにハウジング上に設けられ
てもよい。保持具59、91が、ハウジング9上に取り付けられると、リベットピン81、83、8
7、89は、保持具59、91から突出する。より正確には、図1、図2、図4、図5A、および図5B
に示す実施形態の場合における側軸Z-Zに沿った、または図8に示す実施形態における横軸
Y-Yに沿ったリベットピン81、83、87、89の長さは、保持具59、91の厚さ「ep」よりも大
きい。
【００６３】
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　次いで、保持具59、91は、リベットピン81、83、87、89の端部の寸法が貫通穴69、71の
寸法よりも大きくなり、保持具59、91がハウジング9から離れるように移動不能となるよ
うに、リベットピン81、83、87、89の端部を変形させることによってハウジング9に固定
される。換言すれば、リベットピン81、83、87、89の自由端部103は、リベットピン81、8
3、87、89が保持具59、91の外部表面101上においてその元の形状に対して変形するように
、塑性変形される(または据え込み加工される、またはバックリングされる)。リベットピ
ン81、83、87、89の変形により、保持具59、91は定位置に保持され得る。保持具59、91は
、リベットピン81、83、87、89の変形された部分とハウジング9との間に挟まれる。例え
ば、リベットピンは中空であることが可能である。この場合に、リベット固定は、加締め
と類似したものとなり得る。
【００６４】
　この変形は、リベットピン81、83、87、89の自由端部を叩打することにより実現される
。リベットピン81、83、87、89の自由端部の叩打により、リベット端部の塑性変形がもた
らされる。
【００６５】
　例えば、この変形は、リベットピン81、83、87、89に対しておよびより具体的にはリベ
ットピン81、83、87、89の自由端部103に対して超音波ビームを印加することによっても
実現され得る。例えば、ソノトロード(図示せず)は、超音波ビームを伝達する役割を果た
す。超音波ビームを印加することにより、リベットピン81、83、87、89の自由端部103の
リベット固定溶融変形が生じる。リベット61は、超音波リベット固定とは異なる方法によ
って得られ得る。この場合に、リベット61は固定的に止められる。同一のソノトロードは
、複数の同時リベット固定を実行し得る。例えば、保持具59、91ごとに2つの保持具59、9
1および2つのリベットピン81、83、87、89を有する図1、図2、図4、図5A、図5Bに示す実
施形態では、同一のソノトロードが、4つのリベット61のリベット固定を同時に実行し得
る。
【００６６】
　リベットピン81、83、87、89の塑性変形後に、リベット61が形成され、保持具59、91は
、図3および図9に示されるものなど、リベット61によって定位置に保持される。例えば、
ハウジング9は、リベット61がハウジング9から突出しないように、リベット61を受けるた
めの凹部を備える。リベット61は、ハウジング9の側部15、17、11と同一平面内に位置し
得る。図1、図2、図3、図4、図5A、図5Bの実施形態では、リベット61は、ハウジング9の
上側部11と同一平面内に位置し得る。図8の実施形態では、リベット61は、ハウジングの
長手方向側部15、17と同一平面内に位置し得る。また、ハウジング9のおよびより正確に
はリベット61を受けるエリアの設計は、リベット61がハウジング9の側部15、17、11の下
方に位置するようなものであることが可能である。
【００６７】
　切り刃の正面の保持具59、91の部分は、切り刃35を保持する。切り刃35の正面の保持具
59、91の部分は、刃が休止位置にある場合には(すなわち外力がシェービング刃カートリ
ッジに印加されると)切り刃35に接触することが可能である。例えば、保持具59、91は、
アルミニウム合金材料を含むことが可能である。刃35は、鋼合金材料を含むことが可能で
ある。刃と保持具との材料が異なることにより、カソード防食および刃の寿命が向上する
。
【００６８】
　さらに、保持具59、91は、アルミニウム合金材料を含むことが可能である。切り刃35は
、鋼合金材料を含むことが可能である。刃と保持具との材料が異なることにより、カソー
ド防食および切り刃の寿命が向上する。
【符号の説明】
【００６９】
　　1　シェービング刃カートリッジ
　　3　湿式剃刀
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　　7　ハンドル
　　9　ハウジング
　　11　上側部
　　13　底側部
　　15　第1の長手方向側部
　　17　第2の長手方向側部
　　19　第1の側方側部
　　21　第2の側方側部
　　23　長手方向端部
　　25　長手方向端部
　　27　自由端部
　　29　自由端部
　　31　連結機構
　　33　刃受容セクション
　　35　切り刃
　　37　第1の端部
　　39　第2の端部
　　41　刃先
　　43　刃先部分
　　45　被ガイド部分
　　47　屈曲部分
　　53　スロット
　　59　保持具
　　61　リベット
　　63　保持具本体
　　65　第1の端部
　　67　第2の端部
　　69　第1の貫通穴
　　71　第2の貫通穴
　　73　保持具
　　75　保持具
　　77　第1のレッグ
　　79　第2のレッグ
　　81　リベットピン
　　83　第2のリベットピン
　　85　凹部
　　87　第3のリベットピン
　　89　第4のリベットピン
　　91　保持具
　　93　ガードバー
　　95　後方キャップ
　　97　シェービング補助部材
　　103　自由端部
　　105　チャネル
　　Pp　近位部分
　　Dp　遠位部分
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              米国特許第０５５０１０１４（ＵＳ，Ａ）　　　
              特開昭５７－１４２２８６（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｂ２６Ｂ　　２１／００－２１／６０　　　　
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